
 

 

【馬場の傾向】 

土曜日の中山芝はパワー重視の血統傾向で、 

キングマンボ系・ロベルト系・欧州型ナスルーラ系・ 

米国型ノーザンダンサー系などを持つ馬が良く走っておりました。 

 



また、中距離では母父にパワーやスタミナ系の 

Ｔサンデー系を持つ馬が人気以上に走る傾向が見られました。 

※該当馬には「！」を付けております。 

※「‼」はレース・コースの好走血統にも該当する血統馬 

 

【レース過去１０年の傾向】 

１．父に米国型ノーザンダンサー系を持つ馬は 

６頭が出走して３連対（単回率４５１％、複回率１５６％） 

 

２．父にＰサンデー系を持つ馬は単回率１７０％、複回率１００％ 

 

３．父にステイゴールドの血を持つ馬は複勝率４０％ 

 

４．前走が１８００ｍ重賞で４着以内だった馬は 

【２・１・１・４/８】勝率２５％（単回１７６％）複率５０％（複回１２２％） 

 

５．３着以内馬３０頭中１５頭は、前走１勝クラスで４着以内だった馬。 

 

 

【予想見解】 

◎３番ウォーターリヒト 

父：ドレフォン（米ノーザンダンサー系） 

母父：ヴィクトワールピサ（Ｔサンデー系） 



 

牝系ファミリーは、若干ダートに傾いたパワータイプで、 

芝のＯＰクラス好走馬は、１６００ｍ～２０００ｍを得意としております。 

 

近親では、母の全妹レッドアネモスが 

白百合Ｓ（京都芝１８００外）と、Ｇ３クイーンＳ（札幌芝１８００）を勝ち、 

アグネスアークは、Ｇ２毎日王冠（東京芝１８００ｍ）２着の実績があります。 

 

父に米国型ノーザンダンサー系を持つ馬は、 

当レースで【１・２・０・３/６】単回率４５１％、複回率１５６％ 

 

 

○４番シックスペンス 

父：キズナ（ディープ系） 

母父：米ミスプロ系 

 

血統面での推し材料は少ないですが、 

ルメール殿が能力の高さと賢さを評価する馬。 

 

 

★２番ルカランフィースト 

父：イスラボニータ（Ｐサンデー系） 

母父：マンハッタンカフェ（Ｔサンデー系） 



 

コース好走血統の父と、トレンド血統の母父の配合馬。 

 

道悪は不得手なタイプながら、前走は不良馬場で勝利。 

乾いた馬場ならパフォーマンスが上がるかも知れません。 

 

 

▲６番ペッレグリーニ 

父：レイデオロ（キングマンボ系） 

母父：ネオユニヴァース（Ｄサンデー系） 

近親は中山芝重賞で５連対。 

初めての小回り中山で、馬群を捌ける鞍上。 

 

 

警７番アレグロブリランテ 

父：ディープブリランテ（ディープ系） 

母父：フレンチデピュティ（米ノーザンダンサー系） 

祖母父：ロベルト系 

 

牝系ファミリーは小回り巧者の一族で、 

中山芝か小倉芝で単勝を全買いすれば儲かる一族。 

 

福島１８００ｍで新馬勝ち。 



外回り１８００ｍで惨敗。 

中山１８００ｍで不良馬場に疲れながらも２着。 

 

乾いた荒れ馬場の方が走る可能性があります。 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・３連単３頭ボックス 

２番・３番・４番 

 

くまもん馬券 

単勝７番 

馬連 ３－１・２・４・６・７・９ 

ワイド ２－３・６・７ 

ワイド ７－３・４・６ 

３連複流し１５点 

３－１・２・４・６・７・９ 


